
朝
・
晩
め
っ
き
り
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
し
や
す
い
季
節
の
到
来
で

す
。こ

う
し
た
中
で
、
宇
都
宮
市
で
は
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
の
自
己
負
担
額
が
、
本
年
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
１
０
０
０
円
か
ら
１
５
０
０
円
に
値
上
げ

さ
れ
ま
し
た
。

市
は
値
上
げ
の
理
由
に
つ
い
て
、
「
平
成
２
７
年
７

月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
成
分
が
改
良
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
３
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
が
あ
っ
た
が
、

改
良
さ
れ
た
こ
と
で
４
種
類
の
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
ワ
ク
チ
ン
価
格
が
値

上
げ
に
な
っ
た
た
め
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
数
百
億
円
も

市
財
政
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
も
の

佐
藤
市
長
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
に
数
百
億
円
の
巨

額
の
税
金
を
注
ぎ
込
む
こ
と
に
つ
い
て
、
宇
都
宮
市
の

財
政
力
か
ら
は
、
そ
れ
も
身
の
丈
に
合
っ
た
額
に
す
ぎ

な
い
と
豪
語
し
て
い
ま
す
。

中
核
市
な
ど
の
接
種
料
金
と

比
べ
て
み
る
と

そ
こ
で
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
で
は
、
市
民

の
い
の
ち
と
健
康
に
か
か
わ
る
こ
の
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
も
、
身
の
丈
の
恩
恵
が
高
齢
者

に
及
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
の
疑
問
か
ら
、
中
核

市
４
５
市
、
県
内
１
３
市
１
１
町
の
接
種
料
金
へ
の
対

応
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

「
身
の
丈
に
合
っ
た
」
に
は
程
遠
い

そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
「
左
図
」
の

よ
う
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画
で
言
う
と
こ
ろ
の
、
身
の

丈
に
合
っ
た
税
金
の
使
い
方
に
は
、
市
民
の
こ
う
し
た

く
ら
し
や
福
祉
の
分
野
で
は
程
遠
い
事
実
で
す
。

市
民
の
く
ら
し
・
福
祉
に
こ
そ

身
の
丈
に
合
っ
た
施
策
の
充
実
を

党
市
議
員
団
で
は
、
市
民
の
い
の
ち
・
健
康
を
守
る

保
健
・
福
祉
の
分
野
こ
そ
、
中
核
市
第
４
位
の
ゆ
た
か

な
財
政
力
に
ふ
さ
わ
し
い
身
の
丈
の
施
策
充
実
を
求
め

て
ゆ
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
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これって身の丈なの？

高齢者インフルエンザ予防接種料金
1000円→1500円に値上げ

平
成
２
７
年
度
の
宇
都
宮
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で

は
、
市
長
か
ら
「
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
見
直
し
等
」
に
つ

い
て
の
諮
問
を
受
け
、
平
成
２
９
年
度
ま
で
の
２
年
間
の
国
民

健
康
保
険
の
安
定
的
な
事
業
運
営
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

３
回
の
会
議
を
開
い
て
、
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

１
０
月
２
９
日
の
第
４
回
会
議
で
は
、
同
協
議
会
会
長
よ
り

「
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
見
直
し
等
」
に
つ
い
て
の
答
申
案

が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
課
税
限
度
額
に
つ
い
て

地
方
税
法
施
行
令
に
定
め
る
課
税
限
度
額
は
、
本
年
４
月
に

医
療
保
険
分
が
５
１
万
か
ら
５
２
万
円
に
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
が
、
１
６
万
か
ら
１
７
万
円
、
介
護
保
険
分
が
１
４
万
か

ら
１
６
万
円
に
改
正
さ
れ
て
お
り
、
高
所
得
世
帯
に
つ
い
て
は
、

中
所
得
世
帯
と
比
べ
、
負
担
割
合
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

平
成
２
８
年
度
か
ら
改
正
す
る
こ
と
は
妥
当
と
の
意
見
が
大
勢

で
し
た
。

（
２
）
応
能
応
益
割
合
及
び
賦
課
方
式
に
つ
い
て

（
３
）
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の
見
直
し
に
つ
い
て

平
成
２
９
年
度
ま
で
の
財
政
運
営
の
見
通
し
に
お
い
て
、
現

行
の
繰
入
基
準
の
範
囲
内
で
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
収
支
均
衡
が
図
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
税
率
に
つ
い
て
は
現
行
通
り
、
と
の
結
論
が
多
数
決
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

荒
川
つ
ね
お
議
員
、
国
保
税
引
き
下
げ
を
主
張

荒
川
つ
ね
お
同
協
議
会
委
員
は
、
国
に
よ
る
国
民
健
康
保
険

財
政
支
援
１
７
０
０
億
円
（
本
市
に
は
約
５
億
円
）
に
つ
い
て
、

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
て
お
り
、
国
保
税

引
き
下
げ
に
当
て
る
べ
き
と
被
保
険
者
代
表
と
し
て
主
張
し
ま

し
た
。 来

年
度
よ
り

２
年
間

国
保
税
率
現
行
ど
お
り
の
見
込
み

市
国
保
運
営
協
議
会
か
ら

高齢者インフルエンザ
予防接種の自己負担比較

平27.10.5時点

中核市４５市

１４市 1500円（宇都宮市を含む）

１６市 1000円

７市 1200円～1460円

８市 1700円～2600円

※自己負担の免除制度対象者に生活保

護受給世帯の世帯員と市民税非課税世

帯の世帯員を含む中核市は21市（宇都

宮市を含む）

県内１２市（大田原市未回答）

３市 自己負担 0円

４市 1000円

３市 1100～1300円

２市 市助成額方式

県内１１町

６町 自己負担 0円

５町 1000円～1300円

市財政の



日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が

９
月
１
９
日
発
表
し
た
「
戦
争
法(

安
保

法
制)

廃
止
の
国
民
連
合
政
府
実
現
」
の

呼
び
か
け
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り
組
み

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
呼
び
か
け
は
、
１
、
戦
争
法
廃

止
、
安
倍
政
権
打
倒
の
た
た
か
い
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
よ
う

２
、
戦
争
法
廃

止
で
一
致
す
る
政
党
・
団
体
・
個
人
が

共
同
し
て
国
民
連
合
政
府
を
つ
く
ろ
う

３
、
「
戦
争
法
廃
止
の
国
民
連
合
政

府
」
で
一
致
す
る
野
党
が
、
国
政
選
挙

で
選
挙
協
力
を
行
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。日

本
共
産
党
の
各
地
域
の
支
部
で
は
、

こ
の
呼
び
か
け
の
学
習
や
討
議
を
行
い
、

わ
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
、
「
早
く

こ
の
呼
び
か
け
を
み
ん
な
に
知
ら
せ
よ

う
」
と
行
動
を
起
こ
し
始
め
て
い
ま
す
。

宝
木
・
城
山
支
部
で
は
毎
週
金
曜
日

の
夕
方
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
前
で
、
サ

イ
レ
ン
ト
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
清
原
支
部
で
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
入
口
の
交
差
点
で
、
２
８
日
の
土
曜

日
夕
方
初
め
て
の
サ
イ
レ
ン
ト
ア
ピ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

１
時
間
弱
の
ア
ピ
ー
ル
で
も
、
手
ふ

り
や
激
励
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
、
行

動
に
参
加
し
た
人
は
「
こ
の
次
は
参
加

者
を
も
っ
と
増
や
そ
う
」
は
り
き
っ
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
９
月
１
９

日
の
可
決
以
降
、
戦
争
法
廃
止
の
運
動

は
、
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
戦
争
法
廃
止
と
立
憲
主
義
を
取
り

戻
す
運
動
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
か
、
ま

す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
国
民
運
動
の
願
い
に
応
え
る
の

が
政
党
の
役
割
で
す
。

「
安
保
関
連
法
を
廃
止
し
立
憲
主
義
を

取
り
戻
す
」
と
い
う
大
義
の
た
め
に
選

挙
協
力
ま
で
踏
み
込
ん
だ
日
本
共
産
党

の
呼
び
か
け
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん

で
い
ま
す
。

日本共産党の提案知らせよう

「戦争法廃止の国民連合政府」の実現を
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日本共産党宇都宮市議員団
定 例 無 料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 11月14日（土） 午後２時～４時

◇会 場宇都宮市総合コミュニティセンター第2創作室

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）
土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

サイレントスタンディングでアピール

市議員団の宣伝は

毎週木曜日16時30分から

宮の橋上にて
みなさん来てくださいね

テクノポリス入口の交差点ではじめてのサイレントアピールを行う清原支部の皆さん

（撮影 福田くみ子議員）

10月25日に行われた「ふたば健康まつり」には、850人を超

える参加者がにぎやかに集い、秋空のもと楽しく交流しました。

医療改悪と戦争法を風刺した寸劇には、副理事長の天谷医師

も参加。会場を沸かせました。（写真）

栃木保健医療生協 ふたば診療所

みんなで参加しよう！

第4回さようなら原発栃木アクション
11.15

◇日時 １１月１５日（日）

◇会場 宇都宮城址公園
１２：００ プレコンサート

王生雄貴 meet friends・菜七子・宇都宮センター合唱団
いくるみ

１３：００ 集会スタート

〇お話 いわむらかずおさん 木内みどりさん

〇リレースピーチ

１３：４５ パレード出発 コース 城址公園～宮の橋

雷都物語2015（天谷静雄 作・演出）を披露する組合員と職員の皆さん


